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【目的】全身性 エ リテ マ トーデ ス （SLE）は代表的な 自己免疫疾患で、自己抗体の 産生と

免疫複合体の 組織沈着に よ る炎症性組織障害が認め られる原因不明の難病で ある。 SLE に

対する治療法を確立することは 、 現代の医療に とっ て重要な課題である。

一
方 、 SLE に対

す る漢方治療の 効果と免疫応答系に与える影響に つ い て は 、 い まだ十分に明 らかに されて

は い な い
。 そ こ で 我 々 は 、 SLE に対す る漢方治療 （主と して 滋陰降火湯）の長期効果と免

疫応答系に与える影響に つ い て 、 末梢血の リ ンパ 球サ ブセ ッ トと抗 DNA 抗体価および SLE

活動性判定基準を指標 として検討を行 っ た 。

【対象お よび方法】 1，対象 ：SLE 群は 34例すべ て 女性で 、 平均 39．3歳。 健常者群は 、 健

康な成人女性 10名、 平均 39．6歳で あ っ た 。 2．方法 ： リンパ 球裘面抗原の解析は フ m 一サ

イ トメ トリー法 （FACScan 　System，　Becton　一　Dickinson）で Leu シ リーズ ・モ ノク ロ ー

ナ ル 抗体を用い 、 測定値 と して は各サ ブ セ ッ トの 百分率を用い た。

【結果】SLE 群 （n 　・・　34）の Ti （CD4
←

，
　Leu8←）細胞数 （Mean ± S．D．； ％）21．45 ± 9．49

は 、 健常者群 （n ＝10）の Ti細胞数 （32．24　±　8．lo）と比較 して 有意に低値で あり （P ＜

0．01）、一
方、 Tc （CD8

’

，　CD11
『
）細胞数 （29．49 ± 12，12）は健常者群 （17．46 ± 3．35）

に比 べ て高値で あう た （P 〈 0．01）。 漢方薬治療を行 っ た年数に 応 じて 4 グル ープに分類 し、

その中の 3年目を過 ぎた患者群で は、Ti細胞は次第に増加 し、 反対に Tc細胞は次第に減少

する傾向が認め られた。 同時に抗 DNA 抗体価も次第に正常範囲に近づ いた （P ＜ 0，05）。 さ

らに 、 SLE の活動期を示す患者数と活動性を示す陽性項目数は 、 漢方治療開始初期と比較

して 、顕著に減少した （P ＜ 0、01）。

【考察および結論】SLE 患者に対 して 漢方薬 （主に滋陰降火湯）を長期投与 した結果を見

ると、 Ti、　Tc 細胞数および抗 DNA 抗体価が 次第に 健常者群の値に近づ い て くる傾向があ

る 。 なか で も特に Ti細胞は 、 11．72 ± 6．93 か ら22．88 ± 7．90に増加 してお り （P く 0．05）、

Ti細胞の 中の Tsi （Suppressor／lnducer）細胞が 、 抗 DNA 抗体価の変化に か な り重要な

働きを して い ると推測される。 以上の こ とか ら、漢方薬の長期投与に は免疫調節作用が あ

り、活動性の SLE を安定期に向わせた こ とが示唆された 。
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